
科目コード（     ）                             科目名[  保 育 者 論 ] 

幼児教育科 （ 1 学年） （ 講義 ） （  単位）                 担当者[  西 田  紀 代 子 ] 

【授業の概要】 

 保育者に求められる心構えや知識，考え方，方法をつかみ自分自身を見つめ、自分の課題を見つけ、保育者像（保育観）を描

けるようにする。 

 

 

【授業要旨】 

回
数 

大 項 目 小 項 目 
授  業  内  容 

（留意点、テスト、レポート、作業、参考文献、教材等） 

第 

１ 

回 

保育者とは 「せんせい」 保育者を目指したきっかけは。 保育者を目指す人へ。 

第 

２ 

回 

〃 〃 学校生活（授業、ピアノ、実習など） 

第 

３ 

回 

保育とは何か 「保育」の語意 子どもへの「いとしい」「かわいい」と思うこと 

第 

４ 

回 

〃  遊びと生活 

第 

５ 

回 

保育者の子ども
観・保育観 

 子ども一人ひとりに関わること 

第 

６ 

回 

保育実践と保育
者 

 幼稚園・保育園における子どもとの関わり 

第 

７ 

回 

多様なニーズへ
の支援を行う保
育者 

 障害のある子どもへの支援 

第 

８ 

回 

〃  気になる子どもへの支援 

第 

９ 

回 

〃  多文化を背景に持つ子どもへの支援 

第 

10 

回 

保護者と協働す
る保育者 

 
保護者支援 

保護者と協働の実際 

第 

11 

回 

〃  地域に開かれた保育 （園開放、未就園児登園、一時預かりや子育て支援） 

第 

12 

回 

小学校の先生と
の連携 

 活かされた経験、活かされない経験、子どもの交流で何が生まれるか 

第 

13 

回 

法令で定められ
た保育者の責務 

 
免許状・資格に関する法令 

保健、安全に関する法令 

第 

14 

回 

子育て環境と保
育者の役割の変
化 

 少子化と保育、家庭や地域の養育力の低下 

第 

15 

回 

〃  多様化する保育と保護者支援 

【評価の方法】レポート、定期試験、出席状況、授業態度などにより総合評価する。 

 

 

【 テキスト 】「保育者論」（榎田二三子・大沼良子・増田時枝 編著 建帛社） 

 

 

【 参考書 】 

 

 

【 研 究 】 

 

 


